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第１章

問１.１ １６進小数 ２Ａ．４Ｃ と等しいものはどれか。  

ア ２５＋２３＋２１＋２－２＋２－５＋２－６

イ ２５＋２３＋２１＋２－１＋２－４＋２－５

ウ ２６＋２４＋２２＋２－２＋２－５＋２－６

エ ２６＋２４＋２２＋２－１＋２－４＋２－５

（平成 22 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問１） 

問１.２ 基数変換に関する記述のうち，適切なものはどれか。

ア ２進数の有限小数は，１０進数にしても必ず有限小数になる。

イ ８進数の有限小数は，２進数にすると有限小数にならないこともある。

ウ ８進数の有限小数は，１０進数にすると有限小数にならないこともある。

エ １０進数の有限小数は，８進数にしても必ず有限小数になる。

（平成 20 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問２） 
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問１.３ 浮動小数点演算において，絶対値の大きな数と絶対値の小さな数の加減算を行ったとき，

絶対値の小さな数の有効けたの一部又は全部が結果に反映されないことを何というか。 

 

ア   打切り誤差 

イ   けた落ち 

ウ   情報落ち 

エ   絶対誤差 

（平成 20 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問４） 

 

 

 

問１.４ 数値を２進数で表すレジスタがある。このレジスタに格納されている正の整数ｘを１０倍

にする操作はどれか。ここで，シフトによるけたあふれは，起こらないものとする。 

 

ア  ｘを左に２ビットシフトした値にｘを加算し，更に１ビット左シフトする。  

イ  ｘを左に２ビットシフトした値にｘを加算し，更に２ビット左シフトする。  

ウ  ｘを左に３ビットシフトした値と，ｘを２ビット左シフトした値を加算する。  

エ  ｘを左に３ビットシフトした値にｘを加算し，更に１ビット左シフトする。 

 

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問４） 
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問１.５ 集合ＡとＢについて，常に成立する関係はどれか。ここでは，∩は積集合，∪は和集合，

ＡはＡ
―

の補集合，Ａ⊆Ｂは“ＡはＢの部分集合である”ことを表す。

ア Ａ⊆（Ａ∩Ｂ
―

）

イ （Ａ∪Ｂ）⊆（Ａ
―

∩Ｂ
―

）

ウ （Ａ∩Ｂ）⊆（Ａ∪Ｂ
―

）

エ （Ａ∩Ｂ）⊆（Ａ
―

∪Ｂ
―

）

（平成 19 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問 8） 

問１.６ ｘ，ｙ，ｚを論理変数，Ｔを真，Ｆを偽とするとき，次の真理値表で示される関数ｆ(ｘ，

ｙ，ｚ)を示す論理式はどれか。 

ｘ ｙ ｚ ｆ(ｘ，ｙ，ｚ) 

Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ

Ｔ Ｔ Ｆ Ｔ

Ｔ Ｆ Ｔ Ｔ

Ｔ Ｆ Ｆ Ｆ

Ｆ Ｔ Ｔ Ｆ

Ｆ Ｔ Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ Ｔ Ｔ

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

ア (ｘ∧ｙ)∨(ｙ∧ｚ)

イ (ｘ∧ｙ)∨(ｙ
―

∧ｚ)

ウ (ｘ∧ｙ)∨(ｙ
―

∧ｚ
―

) 

エ (ｘ∧ｙ
―

)∨(ｙ
―

∧ｚ
―

) 

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問９） 
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問１.７ 実数ａをａ＝ｆ×ｒｅと表す浮動小数点に関する記述として，適切なものはどれか。 

 

ア  ｆを仮数，ｅを指数，ｒを基数という。  

イ  ｆを基数，ｅを仮数，ｒを指数という。  

ウ  ｆを基数，ｅを指数，ｒを仮数という。  

エ  ｆを指数，ｅを基数，ｒを仮数という。  

 

（平成 21 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問２） 

 

 

 

問１.８ ２の補数で表された負数１０１０１１１０の絶対値はどれか。  

 

ア  ０１０１００００ 

イ  ０１０１０００１ 

ウ  ０１０１００１０ 

エ  ０１０１００１１ 

 

（平成 20 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問３） 
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問１.９ 浮動小数点表示の仮数部が２３ビットであるコンピュータで計算した場合，情報落ちが発

生する計算式はどれか。ここで，（）２内の数は２進数とする。

ア （１０．１０１）２×２－１６－（１．００１）２×２－１５

イ （１０．１０１）２×２１６－（１．００１）２×２１５

ウ （１．０１）２×２１８－（１．０１）２×２－５

エ （１０．００１）２×２２０－（１．１１１１）２×２２１

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問５） 

問１.10 Ｐ，Ｑ，Ｒはいずれも命題である。命題 P の真理値は真であり，命題（ｎｏｔ Ｐ）ｏｒ

Ｑ 及び命題（ｎｏｔ Ｑ）ｏｒ Ｒ のいずれの真理値も真であることがわかっている。Ｑ，Ｒ の

真理値はどれか。ここで，Ｘ ｏｒ Ｙ はＸ とＹ の論理和，ｎｏｔ Ｘ はＸ の否定を表す。

Ｑ Ｒ

ア 偽 偽

イ 偽 真

ウ 真 偽

エ 真 真

（平成 19 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問９） 
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問１.11 論理式 と等しいものはどれか。ここでは，・は論理積，＋は論理和，

Ｘ
―

はＸの否定を表す。

ア Ａ・Ｂ
―

＋Ａ
―

・Ｃ

イ Ａ
―

・Ｂ＋Ａ・Ｃ
―

ウ （Ａ＋Ｂ
―

）・（Ａ
―

＋Ｃ）

エ （Ａ
―

＋Ｂ）・（Ａ＋Ｃ
―

）

（平成 23 年度 特別春期 基本情報技術者試験 午前 問１） 

問１.12 三つの実数Ｘ～Ｚのとそれぞれの近似値が次の場合，相対誤差の小さい順に並べたものは

どれか。

真の値 近似値

Ｘ １．０２ １

Ｙ １．９７ ２

Ｚ ５．０５ ５

ア Ｘ，Ｙ，Ｚ

イ Ｙ，Ｚ，Ｘ

ウ Ｚ，Ｘ，Ｙ

エ Ｚ，Ｙ，Ｘ

（平成 23 年度 特別春期 基本情報技術者試験 午前 問２） 
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問１.13 ０～９の数字と空白文字を組み合わせて長さ３の文字列を作る。先頭 1 文字には数字を使

えるが，空白文字は使えない。２ｃｃ文字目以降には空白文字も使えるが，空白文字の後に数字

を並べることは許されない。何通りの文字列を作ることができるか。ここで，同じ数字の繰返し

使用を許すものとする。  

 

ア  １１１０ 

イ  １１１１ 

ウ  １２１０ 

エ  １３３１ 

（平成 20 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問６） 

 

 

 

問１.14 方程式ｆ（ｘ）＝０の解の近似値を求めるアルゴリズムとして知られるニュートン法に関

する記述として，適切なものはどれか。 

 

ア  ｙ＝ｆ（ｘ）の接線を利用して解の近似値を求めるものである。  

イ  関数 f（ｘ）が解の付近で微分不可能であっても，解の近似値を求めることができる。  

ウ  異なる初期値を二つ与える必要がある。  

エ  どのような初期値を与えても，必ず解の近似値が得られる。 

 

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問６） 
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問１.15 標本相関係数が－０．９，－０．７，０．７，０．９のいずれかとなる標本の分布と回帰

直線を表したグラフのうち，標本相関係数が－０．９のものはどれか。

ア イ

ウ エ

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問８） 
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問１.16 白玉４個，赤玉５個が入っている袋から玉を１個取り出し、それを元に戻さないで続けて

もう１個取り出すとき，２個とも赤である確率は幾らか。

ア 
１

６

イ 
１６

８１

ウ 
２５

８１

エ 
５

１８

（平成 19 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問６） 

問１.17 コンピュータで連立一次方程式の解を求めるのに，式に含まれる未知数の個数の３乗に比

例する計算時間がかかるとする。あるコンピュータで１００元連立一次方程式の解を求めるのに

２秒かかったとすると，その４倍の演算速度を持つコンピュータで１，０００元連立一次方程式

の解を求めるときの計算時間は何秒か。

ア ５

イ ５０

ウ ５００

エ ５,０００

（平成 19 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問５） 



― 10 ― 

問１.18 キーｘのハッシュ関数としてｈ（ｘ）＝ｍｏｄ（ｘ，９７）を用いるとき，キー１０９４

とハッシュ値が一致するものは，キー１～１０００の中にいくつあるか。ここで，ｍｏｄ（ｘ，

９７）はｘを９７で割った余りを表す。 

 

ア   ９ 

イ  １０ 

ウ  １１ 

エ  １２ 

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問 14） 

 

 

 

問１.19 関数ｅｑ（Ｘ，Ｙ）は，引数ＸとＹの値が等しければ１を返し，異なれば０を返す。整数

Ａ，Ｂ，Ｃについて，ｅｑ（ｅｑ（Ａ，Ｂ），ｅｑ（Ｂ,Ｃ））を呼び出したとき，１が返ってくる

ための必要十分条件はどれか。 

 

ア  （Ａ＝ＢかつＢ＝Ｃ）又は（Ａ≠ＢかつＢ≠Ｃ）  

イ  （Ａ＝ＢかつＢ＝Ｃ）又は（Ａ≠ＢまたはＢ≠Ｃ） 

ウ  （Ａ＝ＢかつＢ＝Ｃ）又はＡ＝Ｃ 

エ  （Ａ＝Ｂ又はＢ＝Ｃ）又はＡ＝Ｃ 

 

（平成 20 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問９） 

 

 

 

 

 

 

 



― 11 ― 

問１.20 相関係数に関する記述のうち，適切なものはどれか。  

 

ア  すべての標本点が正の傾きをもつ直線上にあるときは，相関係数が＋1 になる  

イ  変量間の関係が線形のときは，相関係数が０になる。  

ウ  変量間の関係が非線形のときは，相関係数が負になる。  

エ  無相関のときは，相関係数が－１になる。 

 

（平成 19 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問７） 

 

 

 

問１.21 正の整数の１０進表示のけた数Ｄと２進表示のけた数 B との関係を表す式のうち，最も

適切なものはどれか。  

 

ア  Ｄ≒２log１０Ｂ 

イ  Ｄ≒１０log２Ｂ 

ウ  Ｄ≒Ｂlog２１０ 

エ  Ｄ≒Ｂlog１０２ 

（平成 19 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問２） 
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問１.22 関数ｆ（ｘ）は，引数も戻り値も実数型である。この関数を使った，①～⑤から成る手続

を考える。手続の実行を開始してから十分な回数を繰り返した後に，③で表示されるｙの値に変

化がなくなった。このとき成立する関係式はどれか。

① ｘ ← ａ

② ｙ ← ｆ（ｘ）

③ ｙの値を表示する。

④ ｘ ← ｙ

⑤ ②に戻る

ア ｆ（ｘ）＝ｙ

イ ｆ（ｙ）＝０

ウ ｆ（ｙ）＝ａ

エ ｆ（ｙ）＝ｙ

（平成 19 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問６） 
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第２章 
 

 

問２.１ 文字列中で同じ文字が繰り返される場合，繰返し部分をその反復回数と文字の組に書き換

えて文字列を短くする方法はどれか。 

 

ア  ＥＢＣＩＤＣ符号 

イ  巡回符号 

ウ  ハフマン符号 

エ  ランレグス符号化 

（平成 21 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問４） 

 

 

 

問２.２ コンパイラによる最適化の主な目的はどれか。  

 

ア  ソースプログラムのレベルでのデバッグを容易にする。  

イ  プログラムの実行時間を短縮する。  

ウ  プログラムの保守性を改善する。  

エ  目的プログラムを生成する時間を短縮する。 

 

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問 38） 
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問２.３ 知識ベースを利用して推論を行うものはどれか。  

 

ア  エキスパートシステム 

イ  ニューラルネットワーク  

ウ  バーチャルリアリティ 

エ  ファジィコンピュータ 

（平成 20 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問 37） 

 

 

 

問２.４ 逆ポーランド表記法（後置表記法）で，“EF－G÷CD－AB＋÷＋”と表現される式はど

れか。 

 

ア （（A＋B）＋（C－D））÷G－（E÷F）  

イ （（A＋B）÷（C－D））＋G÷（E－F）  

ウ （（E－F）÷G）＋（（C－D）÷（A＋B））  

エ （（E－F）÷G）÷（（C－D）＋（A＋B））  

 

（平成 21 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問３） 
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問２.５ Ａ＝１，Ｂ＝３，Ｃ＝５，Ｄ＝４，Ｅ＝２のとき，逆ポーランド表記法で表現された式Ａ

Ｂ＋ＣＤＥ／－＊の演算結果はどれか。 

 

ア －１２ 

イ   ２ 

ウ  １２ 

エ  １４ 

（平成 22 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問３） 

 

 

 

問２.６ ＵＣＳ－２（Unicode）を説明したものはどれか。 

 

ア  ＪＩＳから派生したコード体系であり，英数字は１バイト，漢字は２バイトで表現する。 

イ  主にＵＮＩＸで使用するコード体系であり，英数字は１バイト，漢字は２バイトで表現す

る。 

ウ  すべての文字を１バイトで表現するコード体系である。  

エ  すべての文字を２バイトで表現するコード体系であり，多くの国の文字体系に対応できる。 

 

（平成 19 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問 69） 
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問２.７ 表は，文字Ａ～Ｅを符号化した時のビット表記と，それぞれの文字の出現確率を表したも

のである。１文字あたりの平均ビット数は幾らになるか。

文字 ビット表記 出現確率（％）

Ａ ０ ５０

Ｂ １０ ３０

Ｃ １１０ １０

Ｄ １１１０ ５

Ｅ １１１１ ５

ア １．６

イ １．８

ウ ２．５

エ ２．８

（平成 23 年度 特別春期 基本情報技術者試験 午前 問３） 
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問２.８ 次の表は，文字列を検査するための状態遷移表である。検査では，初期状態をａとし，文

字列の検査中に状態がｅとなれば不合格とする。 

解答群で示される文字列のうち，不合格となるものはどれか。ここで，文字列は左端から検査

し，解答群中の△は空白を表す。 

 

  文字 

  空白 数字 符号 小数点 その他 

現
在
の
状
態 

ａ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

ｂ ａ ｂ ｅ ｄ ｅ 

ｃ ｅ ｂ ｅ ｄ ｅ 

ｄ ａ ｅ ｅ ｅ ｅ 

 

 

ア  ＋００１０ 

イ  －１ 

ウ  １２．２ 

エ  ９．△ 

 

（平成 23 年度 特別春期 基本情報技術者試験 午前 問４） 
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第３章

問３.１ メモリの誤り制御方式で，2 ビットの誤り検出機能と，1 ビットの誤り訂正機能を持たせ

るのに用いられるものはどれか。

ア 奇数パリティ

イ 水平パリティ

ウ チェックサム

エ ハミング符号

（平成 19 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問 23） 

問３.２ フィードバック制御の説明として，適切なものはどれか。

ア 外乱による影響を検知してから修正動作を行う。

イ 外乱に弱く，それらの影響を増幅させてしまう。

ウ 外乱を検知して，その影響が出ないように修正動作を行う。

エ 外乱を予測して修正動作を行う。

（平成 22 年度 春期 基本情報技術者試験 午前 問４） 
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問３.３ 産業機器の機器制御に使われるシーケンス制御の説明として，適切なものはどれか。  

ア あらかじめ定められた順序又は条件に従って，制御の各段階を遂次進めていく制御方法で

ある。

イ 外乱が予測できる場合に，あらかじめ外乱を想定して前もって必要な修正動作を行う制

御方法である。

ウ 制御量を常に検出して制御に反映しているので，予測できないような外乱に強い制御方

法である。

エ “やや多い”，“やや少ない”などあいまい性に基づく制御方法である。

（平成 21 年度 秋期 基本情報技術者試験 午前 問４） 




